
２０１５年１２月２０日 主日礼拝 ＜クリスマス礼拝・洗礼式＞ 
 

司  会        ①村上洋兄   ②当麻哲兄    ③滝山兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①川村師                                                       ②多田兄  

 

主の祈り 

                                      賛  美  讃美歌１１２番「もろびとこぞりて」 

          （来たれイエスを礼拝しよう）（Jesus） 

    

   聖  書    ①②      ヨハネによる福音書３章１６～２１節 （Ｐ１３９） 

                     ③                   マタイによる福音書２章１～１２節                                                                  （Ｐ２） 
                                                                                                                                             

音  楽                                             ①             オカムラケン師 

       ②③カルバリー聖歌隊＆アンサンブル 

証  詞                    ①②梅津義道兄 

     

メッセージ   ①②「クリスマスの味わい方」  倉知契副牧師 

③             「自分捜しの長い旅」                                     大川従道牧師 

                                                                     

賛  美                       讃美歌１０９番 「きよしこの夜」 (献金・北朝鮮のため) 

頌  栄  「ハレルヤ」  アーメン 
                                                                    祝   祷                   ②③サインダンス（ルカ姉） 
 

【大和ニュース】  

☆祝！受洗！！ 

 

 

・本日、入門講座Ⅲ、送迎駐車場奉仕者会、ＳＳ主任会、J.plus（中・高、学、青）あり。 

・Xマス青年会（本日１６時）、学生会（２２日・１８時）、ヤンチャ（２３日・１２時半） 

＊東京カルバリーはハイアットホテルの「平安」と「弥生」。５時。４時から祈祷会。 

＊①ファミリーイブ礼拝は２３日（水）１０時半 ②イブ礼拝は２４日（木）１９時半 

                                 ③Xマス当日礼拝は２５日（金）１０時半 説教は柴田先生 

・準備祈祷会は、金曜夜９時から１０時半。説教は丸藤剛介伝道師。熱く祈りましょう！ 

* 今年も一年守られたことを感謝し「年末感謝献金」をお捧げしましょう。袋は受付。 
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①中川昭子姉（サラの会） 

③北原憲斗兄（中１） 

⑤横山香代姉（ルツ会） 

 

 

②小嶋愛永遠さん（小５） 

④蔵本浩大兄（学生会） 

⑥杉村康兄（モーセ会） 



 

石の枕  
  

 
メリークリスマス!! 主の御聖誕を心からお祝いし､感謝を捧げます｡ 
有名な童謡『歌を忘れたカナリア』は､作者西条八十(やそ､と読む｡ヤソは 

耶蘇と書き､イエス様のこと)が､幼い日､連れて行かれた教会のクリスマスが 
モチーフになったと､自伝に書かれている｡ 
そのクリスマスの夜､会堂内の電燈は残らず灯されていたが､その中に一つ 

ポツンと消えている電球があった｡ 
 みんな楽しげにさえずっているのに､独りうたうことを忘れた小鳥のイメージが 

そこから湧いてきた｡ 
1. うたを忘れたカナリアは  後の山に棄てましょか 
  いえいえ それはかわいそう 
2. うたを忘れたカナリアは  背戸の小やぶに埋(い)けましょか 
  いえいえ それはなりませぬ 
3. うたを忘れたカナリアは  柳の鞭(むち)でぶちましょか 
  いえいえ それもかわいそう 
4. 歌を忘れたカナリアは  象牙の舟に銀の櫂(かい) 

  月夜の海に 浮かべれば  忘れたうたを 想い出す (大正7年) 
 
｢神はまた人の心に永遠を思う思いを授けられた｣ (伝道の書3:11) 
｢人間は､主を賛美するため､創造された｣(詩篇102:19) 
人間は罪を犯してから､創造された神のみ姿がゆがんでしまい､永遠を想う 

ことや神を賛美したり､ほめたたえたり､礼拝すること等､すっかり疎遠になって 
しまった｡しかし､主のあわれみにより｢先行の恵み｣が与えられ､何かの機会に､ 
主に顔をむけるときがくる｡それは病気や死や失敗等､努力しても光を見出せ 

ない時､謙遜になり､｢神さま!｣と助けを求めるようになります｡それが､人間に 
対する神様の愛であり､あわれみであります｡ 
日本のクリスマスの大さわぎには､華もありますが､何ともいえない空虚も感じる 

ものです｡今年のクリスマス・イブは､21 世紀に入っての最初の満月の夜とのこと 
です｡｢うた(賛美)を忘れた者への神様の愛｣を想い出す聖夜でありたいですね｡ 
クリスマスの祝福をお祈りいたします｡ 
 
 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：黙示録１１章～１７章  Ｂコース：ミカ４章～ゼカリヤ３章 


